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一一《論文要旨》一一一
なぜ「戦争と人権抑圧を防げなかったのかJという問題意識のもとに， 1930年前
後のいわゆる円本時代の出版と人権の状況について論じた。出版については，円本
の前にも，講座や全集のブ←ムがあったことを踏まえつつ， -~-'，í 1寺の書1古や個人の書
架を占領した円本の|洪水」の原因と影響，特にその功採について考える。また人
権については，社会科学系の代表的な円本の執筆者や翻訳者の政治的弾圧の状況を
説べ，犠牲者リスト安作成するなどして，当時の政治的状況を考察した。その時代
の人権状況を踏まえておくことが，出版などに焦点をあてた社会史的な見方による
政治的側面の軽視への歯止めになり，人権としての歴史を考察する基礎ともなる。
最後に，治安維持法のメカニズムについて，デモクラシーと人権の関連を軸に，普
選の導入というデモクラシーの拡大がかえって秩序への欲求となる牟方で，社会運
動側による既存の政治<1J皮への批判が強まるにつれて，政治制度への不信が高まり，
独裁が正当化されていくことになる。
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はじめに
前回の論文では，なぜ「戦争と人権抑圧を防げなかったのか」という問題
意識のもとに， 1930年の出版と人権を取り上げた(!)。ただ，そこではこの
時代における社会科学系の出版の勢いや人権状況について十分に描くことが
できなかったので，本論ではそれを補うことにする。ここで問題とするのは，
1930年ごろの体制批判的な出版の「活気」とその後の「沈黙Jとの対比で
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ある。
図1に示すように，民主体j¥;1Jとその?をの非民主体制において言論活動の活
発さの落差が大きければ大きいほど，体制の移行の過程で，独裁の正当化が
様々な形でなされているといえるので汽それらを考察することにより，
「なぜ戦争と人権抑圧を防げなかったのか」という疑問について，普通的な
教訓が導き出せるはずであるO
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たとえば，この落差が大きいドイツやロシアについて考察することにより，
幅広く応用IfJ能な教訓がリlき1¥せる。ドイツでは，社会民主党と共産党がか
なりの数の議席を占めていたにもかかわらず，あたかも自滅してしまったか
のようなナチズムへの歴史の流れを再確認することによりこの落差を考える
ことができる O またロシアでは， ドストエフスキー， トルストイ，チェーホ
フのヒューマニスティックな作品にも描かれた当時の裁判，刑罰，流刑地で
の政治犯を取り巻く状況と，革命後の冷酷な粛清裁判や収容所体制の落差を
考察してもよL¥ (3)。
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戦前の日本を考察の対象にする場合は，この落差は，現在でも古本嵐にお
いて数百円マ子に入る円本を手にとるととで簡単に実感できる。もちろん，
現在でち占誉市場で数多く流通しているそれらの書籍，図書館の蔵書，文献
目録，さらにはネットでの検索結果が，当時の書店や倒人の書架の活況を，
そのまま伝えているとはいえないだろう。検閲や禁書により，発売直後にj苫
頭からすぐに消え去った書籍や，また大量に売れ残り処分された書籍が再び
市場に出凶ったものも多かったため，それらが現在の占音届や図書館へL、か
に辿り着いたかについては，慎重に扱う必要がある。しかし，その一方で，
この時代の書籍の質と量は，現在の私たちの想像をはるかに超えたレベルで
あり，それらが言論や思却を形作り，人々に影響を与えていたとみなされるO
もちろん，前稿でも指摘したように，当時にはこんなものもあったという
「発見」や「驚き」にはできるだけ禁欲的でなければならない。
この(落差J，すなわちその後の 15年聞の時代の激変と社会運動の挫折に
ついては，治安維持法の進化などによる弾庇の制度化，転向や思想、善導を巧
妙に図る政策円未曽有の総力戦への突入による排他的ナショナリズムのエ
スカレーション，誤った方針によって不毛な内部対立を繰り返した反体制迷
動などよって説明することはできょう。それにもかかわらず， 1930年前後
の体制批判的な出版の強靭さは，当時の出版物をまとめて眺めれば眺めるほ
ど痛感させられ，なぜ「戦争と人権抑Eを防げなかったのか」という疑問が
深まるばかりである。本論文では，先ほど示した「落差 lの同点を前艇とし
て再本と人権について考察する。
I 全集，講座，そして円本の功罪
円本とは， 1926年 11月に刊行された改造社の『現代日本文学全集』を皮
切りに，各自版社から出された，一冊一円の全集類の予約出版を指している。
(653 ) 75 
政経論叢第84巻第5・6号
それは， 200種類以上が刊行され，多いものでは予約者は 30万人に達する
ほどの一大ブームを巻き起こす一方で，過当競争や質の低下をもたらしたと
される(九円本の代表的なシリーズ、の一つである r経済学全集』の「予約規
定」の一部を抜粋してみよう。
口頒布方法会四十七巻。予約者にのみ頒つ。
口刊行期日 昭和三年十月より毎月一冊宛を刊行し，昭和七年八月を以
て刊行完結す。(中略)
口申込方法 先づ申込の際申込金として金壱円御送り下さい。之は最後
の月の会費に計算しますから，長初の)jの会費は別に御払
込を願います。尚申込金は中途解約の方へは御払戻し致し
ません(前金一時払の方は申込金は要しません)
口会費 ←) 毎月払(一冊に付) 壱円(毎月一日に御払込下さい)
口一時払(全四十七巻)四十四円
口送本料 会費の外に郵送料として一冊卜八銭(東京市内六銭)づ』
を申受けます(海外送料三十四銭)(以下略)印)
このような円本については，誰しも次のような疑問を抱く。
それらの全集は『キング」の場合のように，大衆層が気軽に楽しめる平
易な内容のものではけっしてない。にもかかわらず，現代日本文学全集，
世界文学全集経済学金集，マルクス・エンゲルス全集，戯曲全集といっ
た数十冊セットの予約出版物がなぜ数十万部ものベストセラーになりえ
たのであろうか(7)。
永嶺重敏は，円本ブームの直前に「プレ円本」現象があったことを指摘し
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ている。そこでは『大杉栄全集J(大杉栄全集刊行会)のような全集ものと，
大宅壮一編集の『社会問題講座J(新潮社)のような講座もののブームがあっ
たとし，それらのブームの要国は， I震災後の〈書物飢餓)Jや「民衆の高等
教育への要求Jに加え，このようなシリーズものにおける広告費の経済性や
原稿蒐集の効率性などの出版戦術があったとするω。
図2は，主な社会科学・思想系の全集や講座もの，そして円本のシリーズ
を示している。円本は，改造社の『現代日本文学全集』以降のものを指すが，
すべてが一円であるわけではない。また有名な『日本資本主義発達講座」も
そうであるが，講座ものには，著者の執筆の進行状況にも応じながら，雑誌
のように幾つかの論文がまとめて送られてきて，企tlijの終了後，テーマ別に
製本し直す形もとられており，発行された版の形態と図書館などに収められ
た版の形態が異なる場合もある(的。このように『全集Jが， I収録される多
くの項目が一巻だけで完結しないで，数巻にわたって連載される」講座形式
をとったものが多かった理由として， Iシリーズ全体に読者をつなぎ止めて
おくための，安易な I&i策!としての一面があった」とはいえ， I既刊のも
のを全集にまとめ上げる例が多かったなかで，書き一ドろしの原稿を次々と月
一回配本のきびしい制約の中で出版」を行つていたとされる([凶ヘo
文では戦前の出版界における活気ある年の代表として， 1930年を取り上げ
たが，この図を見ると，この年は円本を中心としてまさに全集や講座物のどー
クの時代であったことがわかる。
たとえば 1926年の出版動向については次のように示される。「本年の特殊
現象として，大きく目¥f.って来たのは，社会問題に関する講座の大きな反響
を呼んだことである。『社会問題講座J(新潮社)([I)， r社会経済体系J(日本
評論社)がそれである。『社会問題講座』の如き，包括的な，通俗的な出版
を要求する気運が読者階級に動じていたことは，既に昨年の後半期にも感ぜ
られたことであったが，この講座があれほどの大成功をかち得ょうとは寧ろ
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78 (656 ) 
円本と人権
想像外であった。その大成功は，他の出版部内に於ても，講鹿の大流行を招
来したほどであった。「社会問題講座」の内容については私は必らずしも，
満足す可きものだとは言はない。が，隅から隅まで注意のゆきとどいたその
編輯掘りには敬服の外はなL¥jCω。
しかし， rプレ円本J時代の「全集物の予約購読者はもっぱら学者や中産
階級Jが中心で， r大都市近辺に偏ってJ(8)おり， r数年間続いたプレ円本ブー
ム」は過剰で飽きられてきていたとされる[凶。「プレ円本」の代表格である
『社会問題講座Jの編集部後書きでは「近頃所調講座物続出，明lか食傷気味
なり。なかには広告の様式，内容見本の組み，活字の号数，甚だしきは編集
後記の書き撮まで当講座の模倣を敢てせるものがある。模倣の価値は模倣対
象を凌ぎて始めて生ず，然らずんば「死」であるJ<臼ω叩i日5日)
当時文化学会出版部にあつた島中雄ミ三乙は「全集'講座，大系等に，予約出
版の興隆本年度の如きは嘗て見なかった。その影響もあろう，単行本の売行
は概してみじめなものである。財界の不況ということが勿論主なる原因であ
るには違いないが，出版者の側にも責任がないとはいえぬ。需要の如何を考
慮せずして，やたらに無用の審物を撮造することがその弊の一つである。出
版業者としては，一時的の融通をつけるために必要な場合もあるであろうが，
その結果は自他共に傷つく訳になる。無暗に大きな新聞広告を競うて互に同
業者を喰み合い，購読者には過大の負担安負わせる結果となる安顧みないの
も，弊の一つで、あるJ(6)とした。また岩波茂雄も次のように書く。
講座物全集物の盛行も本年度出版界の特異の事象である。大量生産によ
りて価格を安くして民衆の知識と趣味とを開発せんとする企図は頗る時
宜に趨した事であるが徒に広告に買伝に売らんが為に全力を挙げて，そ
の第一義たる内容に力を尽くす事を怠り羊頭をかかげて狗i苅を売る如き
事とならば光輝ある出版業の特殊の地位失われて一般の営利事業の水平
(657 ) 79 
政経論叢第84巻第5・6号
線に陪する事とならん問。
そのようななかで‘の円本のl官矢である改造社の『現代H本丈学全集』の成
功jは，一円という価格もさることながら，地方紙にも載せた全面広告をは
じめとした「斬新な広告戦略JC18Jを行い，さらには壱円という低価格につい
て改造社が持たれている「社会主義のイメージ安積極的に活用J(I9Jしてヒッ
トしたとされる。また「カナダのパルプが生産過剰になり， LI本の製紙資本」
が大量に安値で輸入したこともこの出版の洪水を後押ししたとされる倒。
また日本評論社の編集者であった美作太郎は，当時の庶民の購買力や大学生
の数からみれば驚異的な円本ブームについて，出版社側の l大Aデモクラシー
と第一次大戦後の社会的昂揚のもとに蓄積されつつあった民衆の中の読書エ
ネルギーの開発をめざして，不況を逆手に取った政策」に加え，同じく不況
からの脱出に努めた製紙業や印刷業など関連産業の発展に支えられていたこ
とを見逃すことはできないとした (21)。とはいえ，何よりも重要なのは， こ
の出版物を受け入れた読者側uのパッションであろう o ~t:í 1時， 平凡社で『新興
文学全集』の編集にかかわった松本正雄は， I文化的財産である「かくも貴
重な書物Jが「はかり知れないほど多数うしなわれた|関東大震災と， I大
杉栄惨殺事件」などそれに乗じた権力側による「大正デモクラシー」の圧殺
への動きに対して，すなわち「あの「天災」と「人災」で失われたものをよ
り大きな規模で取りもどしたいという欲求が，わずか「ー円」で手にするこ
とができるという，その機会をとらえたのであるまいか」と述べている刷。
これについては，う時の流行語となり，また当時の多くの論争のキーワー
ドともなった「大衆化」という言葉に象徴され， I阿*は普選によって生み
出された 900万人の新有権者大衆に明確にその照準を定めていた」とされ
る(回)。紅野謙介は， I荷風はそのあり方に代議制とそれに関わる選挙制度と
類似したものを見出したJ<24lことを指摘した。円本の「仕掛け人」の一人で
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ある木村殺は(25) 円本の効用について，絶版の明治古典や海外の名作や古
典が， rn令の学校の隅々までJ，また IJ.出村海港の末にまで行きわたって，
日本が世界共通の文化遺産を頒ちあう猪・日がついた」とする畑)。
また翻訳者も含めた著者たちが，この「大事業」に応えうる陣営であった
ことも重要である。たとえば大津聡は次のように指摘する。「マルクス主義
全盛の最中，左派論客たちが大学から放逐された。彼らは新たな活動の場を
商業誌に見IHす。(中略)屑状になって l両級」を演IU寸る。知的言説のl溺
品化が急速に進行したJ<21l。具体的には， 1928年に「いわゆる大学左傾分子
の追放が大々的に執行された。河上肇(京都帝大)，大森義太郎(東京帝大)，
石潰知行(九州|帝大)，佐々 弘雄(同)， I付坂逸郎(同)らが大学から流出す
るO そして，彼らは商業ジャーナリズムに地滑り的に侵入したJ('8)とし，ま
た彼らがジャーナリズムで重宝された理由については，マルクス主義が「高
い商品価値をもっていたJだけでなく，彼らの「日常的な情報処理能力やマ
ニュアル作成能力の傑出した高さが出版大衆化状況に合致していた」とす
る(問。円本で潤った著作者がいた一方で，多くの著者や訳者は，少ない原
稿料で，貧しかったとされる。しかし，何よりも彼らに執筆・発表の機会が
多く与えられ，デビューできたことが重要である。
ここで，円本のマイナス面についてまとめておこう。小川菊松は当時を回
想した有名な文献で，円本の「功罪については容易に即断は許されなLリと
しつつも， rw.過Jの側IftIとして，一般の奇特の価格も低卜‘させ， r苦心研究
の著述」の出版が敬遠され， r一夜作りのものばかり乱発」され， r意匠装頓
による書籍の個性」も喪失し，いわゆる「悪貨が良貨を駆逐したjともいえ
るとした伽)。
芥川龍之介の「河童J(1927)の世界においては， r腫馬の脳髄」を原料に
書籍が大量生産される。小田光男は「昭和初期の円本時代を迎えて，顔のみ
えないアモルフな消費者に向けて，書物を均一的に大量生産して大パーゲン
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をし始める。その渦中に芥川龍之介も否応なしに巻きこまれていく。自らの
文学は大衆という読;仔の II\~見によって否定されるのではないのか。円本時代
の表層の喧騒のなかで，芥川龍之介はそのような不安と疑惑にとらわれ，死
へと誘われていったようにも思える。その死の昭和二年が円本の全盛期であっ
たことは，偶然ではない」とする則。
また，宮武外骨は，当時の円本流行について持ち前の常識を弄して， r版
刻の売本が始まった慶長以来未曾有の大弊害なり」としその「害悪の要目」
を「円本出版屋の無謀Jr円本著訳者の背徳ur凶書尊重の念を薄からしむJ
「予約出版の信を失なはしむJr普通出版界に波及せし悪影響Jr多数少国民
を茶毒せし文弱化Jr広告不信認の悪例を作りし非JI批評不公正の悪習を促
せし罪JI融通金主の当惑Ji印税成金の堕落Ji国産用紙の浪費JI製本技術
の低下JI通信機関の大妨害Ji運輸機関の大障害JI一般財界の不景気を助
長すJI一般学者の不平心を醸成す」という見出しで「全国各地津々浦々ま
でへも及ぼせし稀代の大流毒なり」と断じた〈却。それぞれの説明は省くが，
営利目的で質のJgぃ書物が大量に出回ることへの批判といえる。これは，先
に示した「プレ円本」ブームの時と問題点は同じとも言えるが，円本の時代
ではその規模ははるかに大きくなる。
実際，大量で「画一的」な全集ものが，限られた書架のスペースを占領し，
個性的な単行本を駆逐していくことを想像すれば，円本の罪過についてはあ
る程度理解できる。
そして何よりも過当競争は出版社にとってはこたえるものであった。「企
画がかちあって買いに競い合うものも出てきた。日本評論社の「現代経済学
全集J，これは改造社が「経済学全集」を出して競争になったため，とうと
う日本評論社がやられてしまったJ制。また，次のような影響もあった。
「中にも哀れをとどめているのは古本屋である。(中略)神田の某書自の主人
は痛くこぼしていた。「まことに困ったもので作者が自分の著作を一円本と
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して売りに出しているものですから高い旧版はいくら内容がよくっても売れ
ません，マルクスの資本論なども四冊で二十円以上するものが五円，マーシャ
ルの経済原論なども十五六円もするのが四円か五円という風ですから旧版は
売れませんJlJ制)。
もちろん，売れ残ってもゾッキ屋，古書庖，露屈という二次市場を通じて
流通した円本は， r二段階の大衆化作用Jをしているという側面もあり (35)
「円本が貧しい労働者や農民層にまで本格的に普及していくのは，実はブー
ム終了後のことに属」した倒。円本の売れ残りは，巡り巡って朝鮮京城の
三越裏での特価即売会へと，さらに満州や台湾へと「遠征販売」された(ヘ
前稿でも示したように， r戦前の社会問題・社会主義文献の盛況はなぜあ
りえたのか」という問題に取り組んだ梅田俊英は，単に出版言論史について
r弾圧と抵抗」という視点からとらえたり， r言論の牢獄」という見方で近
代日本を総括するのには批判的であるJ(描〕としていた。確かに大正末期から
昭和初期の左翼出版の陵盛を前提とすることは， r落楚Jの強調につながる
わけであるから，この事実の確認は重要である。しかし，一方で，このよう
な出版史をいわゆる社会史として位置づけてみると，政治史とは異なる様相
を呈することにも注意しなければならない。社会史的なアプローチでは，独
裁体制下でも，社会にはどっこい人間が生きているとして，混乱や無秩序を
認め，そして「自由Jを発見し，弾庇の側面について軽視する傾向がある O
リチヤード・ベッセルは， rナチ時代に民衆がどのように生活していたかを
問題にする日常生活史Jの危険について次のように述べる。「地方の小さな
共同体内部の日常生活に埋没してしまうか，さもなければ狭い意味での好事
家的古物収集に堕す危険である。あるいは，第三帝国こそまさに異常事態の
連続であったにもかかわらず，近視眼的に民衆の日常生活の“正常"な部分
にのみ注意を向け，その生活が，政治一ーその体制が何百万人をも殺害し
たーーによって形成されたものであった事実を視界から失ってしまうJ(3九
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その点では，次章で示すように，その時代の人権状況を踏まえておくこと
が，政治的側面の粍視への]li止めになる。人権としての歴史は，個々の人物
の政治的境遇を踏まえることで，政治史と社会史をつなぐ役割を果たすとい
える。
2 人権と出版
前稿では，この時代における人権問題として，政治犯を数援する運動であ
る「解放運動犠牲者救援会lについて論じた(叫。本稿では，円本時代の執
筆者や翻訳者の人権状況について触れることにする。このl時期，膨大な量の
本が企画出版されたのに応じて，多様な執筆者や翻訳者が活躍した。前章で
も述べたように左翼的な知識人は，新たな現実に立ち向い，思想、や知識を紹
介し，展開する役割として歓迎され，表面上には現れない原稿の下書きゃ下
訳をした人々を含めて，多くの有能な若手の執筆者や翻訳者が活躍した。こ
のようなことは 、つの時代でも形を変えて起こり，たとえば戦後でも，マ
ルクス主義を軸として繰り返し新しい思想が紹介される波にのり，多くの新
しい書き手が機会を得たが，この時代の状況がその後と決定的に違うことは，
当時は活字以外のメディアがほぼなかったことに加え，その後の急速な自由
の領域の縮小と執筆者に対する人権抑圧であるO
表 1，表2では，図2で示した講座，全集や円本のシリ一ズズ、のうちの主な
ものについての政治的に抑圧された著者や翻訳者について示している(凶4剖叫1日〕
表 lの著者や翻訳者のうちゴチツク下線の人名[は土，検挙(刊)された者や大学
などから追放された者たちを示し，具体的な弾托形態は去2に示している。
実際には，このような状況下で，多くの出版物が，なんとか発禁などになら
ないように，当局と相談することも含めて，自主規制したり，また編集方針
を「転向」したりするなどした。円本に象徴される出版物の洪水は， I左」
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がせき止められて， r右」に流れが転換していくことになるので，単に直接
的な弾圧だけでは自由の縮小は語れない。このような抑圧者リストは，この
時代に多数発刊されていた左翼の雑誌の執筆者をみればもっと厳しい結果に
なるはずで手ある。また本稿では， 1930年を軸にして考察したので，検挙な
どの弾圧歴も，治安維持法公布の年である 1925年以後に限ることとして，
初期社会主義時代の明治期から大正期の弾圧歴については含めていない。た
とえば学問への弾圧の代表例ともされる 1920年の森戸事件の森戸辰雄は，
この時期には「クロポトキン研究で，東大教壇を追われ， しばらく図画の人と
なったため，名声はいよいよ上がって，その光彩賄離たる研究は，左翼青年渇
仰の的だったJ(43Jともなり，ここではゴチック太字として示されていない。
表1 3:な社会科学系の講座，円本，全集
*ゴチックの人名は， 1925年以降に政治的に弾圧された者(表2を参照)
社会問題叢書/文化学会出版部
1 1925 現代社会生活の不安と疑問 望型皇 6 1925 資本主義と戦争 松下芳男
2 1925 労農露間亜の労働 山川均 7 1925 (j JtJ必変とトI会主義 守田有秋
3 1925 日本労働巡動発達史 !A;松克麿 8 1925 M人問題と婦人運動 山川l菊栄
1925 無産階級の世界史 上回茂樹 9 1925 
インタナショナル発達
浅野草f真
史
直也孟亙5 1925 産児制限の理論と実際
島盟
10 1926 資本主義と農村問題 中沢弁次郎
社会問題講座/新潮社(槍文が被教の巻にわたる場合，初出の巻にのみ記職)
社会問題総論，マルキシズム概説，サンヂ 理壁墾，高高索之，石川l二四郎・刷新次郎，て|
力リズム，ギルド・ソシヤリズム，社会思 野鼎，新明正道，，亙富選士匁辰笠馬，堀江帰一.河田扇郎，
想発達史，社会学史，経済史概論，失業問 川菊栄，白柳秀糊 ，吉m告存.JJ1原次吉郎，
1926 
題，資本主義と農政問題，無F王者政党発達 村島帰之，早坂二郎
史，婦人の自覚史，日本民権発達史，ロシ
ヤ革命史，水平運動発達史，英国フェビア
ン協会発述吏，売が;1iI.村会担l綾と新聞雑
誌
2 1926 
近世小作制度の発達，常通選挙と無産政党，
小野武夫，室豊盤整，窒窒盛]主無産者政党発達史，無産階級文芸論
3 1926 
経済学僚告書，経済学史，金融論.各国労働
安部磁雄，久留間鮫造，堀江帰一，浅野晃，麻生久者教育発達史，社会運動と知識階級
4 1926 
日本労働連動発達史，インターナショナル
赤松克麿，費量呈宣，亘整墜，岡本利吉発達史，階級闘争史，消費組合論
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アナーキズム，労働契約論序説，社会心理
5 1926 
学，労働組合と労働者教育文学の社会学的 新居格，平野義太郎，市村今朝蔵，阪本勝，平林初之
研究方法及ひその迎}jj， f~が["10)婦人連動， 鶏，奥むめお，大ofi壮
社会運動家&社会思:1lu民列伝
産業革命史，日本経済の現状，日本の労働
6 1926 
問題，社会主義と農民運動，世界無産者政 上回貞次郎，高橋亀吉，浅利願四郎，稲村隆一，主塑
党発達史，借家争犠の戦術，マルサスの人 塁i宣，布川i静淵
口論
財政学概論，日本社会主義史，世界労働運
7 1926 
動発達史，各国労働者教育発達史，法廷に 生直亙ID.，木村綾，塁塁塁，主筆呈主堕，宣霊童宣，
於ける小作争裁，中間階級輸，生物学と産 山本宣治
児制限
労働法制史研究， I(界資本主詫経済の現勢，
社会階級治， ，t.会統計論，日本の労働事情，
滝川|政次郎，丸岡選宛，服部之総，岡崎文規，村島帰
8 1926 日本に於ける農民連動の現努，世界労働運
動発達史，治安維持法批判，資本主義文化 之，杉山元治郎，清瀬一郎，平林相j之輔，小林輝次
と社会主義文化，社会政策
人間行動の十l 会学，日本トi 会 ~t 世界労働
9 1926 
運動発達11:，主主 l の十i 会，~、世i と I1 会運動， 長谷川万次nl>，本庄栄治郎，笠盤整1):，権IE保之助，
民衆娯楽同魁，無産政党と労働組合，マル 麻生久，河野官官
クス国家論
土地国有言語，共同社余と利義社会，社会!命
10 1926 
理学，農民連動の世界的現勢一斑， j世界資 支尭塑，賓墜笠室塗，塑波些多野，鼎，林迷宗笠悶三，E大~，宅河西太一I!>， 丸問委
本主義経済の現勢，帝国主議論，セッツノレ 大 壮一
メント，社会運動家及社会。思想家列伝
基督教社会主義論，ロシヤ無意階経文学の
1 1927 発達，世界労働運動発達史，インタナショ 室山里l!，片上{申，藤井米三，塁亘皇室~
ナノレの現勢，恐慌論， 日本資本主義発達史
一一
明治政治史的 4飾，持?印j市1&，労働協約法
概諮，教育に於ける凶家的統一と社会的多
吉野作i壷，穏積重遠，末弘厳太郎，長谷川万次郎，嘉
12 1927 様，原始宗教と社会主義，日本労働運動の
現況，農民と政治運動，各国無産政党の現
治隆一，村島帰之，荘原逮
勢
本邦に於ける社会経済組織の推移，労働組
13 1927 
合論，共産部務の研究，各国無産政党の現 高男野，岩大三山郎郁，夫野，線櫛鉄回，民蔵阪本勝， 長谷川万次郎， 森戸辰
勢，政治行動と政治憲熟社会と教育，無産
政党論，商品価値の批判序説
レーニン著作集/レーニン著作集刊行会
101 |91926271 |訳者:山盟・宣壁宣・間茎き.開竺，直撃墜，盤整，世道，山内封介
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世(界}大部思は想松食柏集館/脅春1苫秋)社 訳者
l 1928 
国家/プラトーン，感情 村松正俊，ニ
18 1927 人口論/マルサス 神氷文三論/デカルト 宅茂
メタフュジカ/アリストテ 岩崎効，松永 サー タア・リザー タス，
2 1929 レス，モナッド言語/ライブ 材 19 1930 
英雄及英雄祭持/;均一ラ 柳田泉
ニッツ イiv
穏録/エピクテータス，限 佐久開放一， 知識学.宗教学/フイヒ
3 1927 想録/アウレリウス，幸福 村山勇三，加 20 1929 河面!山四郎
論/セネカ 藤朝鳥 テ
4 1928 
随感録/パスカル，機悔 柳田泉吉原
21 1931 
代表偉人論，自然論，論
倒伺泉録/オー ガスチン 晃}郎 文紗/エマアソン
法の精神/モンテスキウ， 木村幹，橋田 精神分析/フロイド，論 中村古峡，佐
5 1928 君主輪/マキアヴェリ 東聾 22 1929 
文集/ショウベンハウエ 久間政一
jレ
人生給，我等何を為すベ 御国泉，加藤
自 1930 プリンシピア/ニウトン 盟笠盤 23 1928 きか.芸術論/トルスト 一夫，古館滑
イ 太郎
ノー ヴム・オルガヌム/ベー 間鳥亀次郎， 功利輪/ベンサム， 自由 田市l依震，高
7 1927 コン，方法遇税/デカルト， 村松正俊，加 24 1928 翰・功利主義・婦人の隷 橋久則民約百曲/iレソオ 勝一夫 従/ミノレ
8 1929 
ツァラトゥストラは斯く誇
加藤一夫 25司26
1928-実証哲学，上下/コント 石川三四郎る，此の人を見よ/ニー チェ 1931 
絵画論/ダ zヴインチ，詩 加藤朝鳥，秋
9 1930 と真実/ゲー子，素朴の文 間忠義，佐久 27 1927 種の起原/ダーウィン 内山賢次
学と!積場の文学/シラ7 間政一
10 1927 エミイル/ルソオ 平林初之輔 28 1927 第}原理/:スベンサー 湾問謙
唯}者とその所有/;王子イ
1同121928 国富論，よ下/スミス 責竪空.e: 29 1928 
JレネJレ，芸術と宗教，無
辻禰
政府議裁と社会主義/プ
レカ7ノ7
経済学批判・賃銀労働及
悟性論/ロック，人性論/ 八太舟三，香
資本・価値価格及び利潤/
安倍治，重量13 1930 30 1928 マルクス，空想的科学的ヒュー ム 原一勢 をt余主義/エンゲルス， 受賞
帝国主義論/1ノー ニン
ルネッサンス/ベー ター ， 佐久間政一，
14 1927 
ラオコオン/レツシング， 柳田泉 31 1929 
論文集/アーノルド，ア 中林詳ー，宮レオパルヂ集/レオパルヂ ンツー・ヂス・ラスト/
島新三郎ラスキン
ウオルデン/ソロー，文
古館清太郎，
15 1931 純粋理性批判/カント 安藤春雄 32 1930 明論/ホイットマン，輸 宮島新三郎文集/カアベンタア
社図的社会主義要綱/7ー 安谷究一，石
16 1930 リエ，労働階級の政治的能 川三三四郎 33 1927 婦人輪/ベー ベル 加藤ー夫力/プルウドン
国国工場及仕事場，相互 室伏高信，八
17 1930 政治的正義/ゴッドウイン 加藤一夫 34 1928 扶助，近代科学と無政府 太舟三主畿/クロポトキン
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ゲJレトルー ド/ベスタロッ
無政府主義思怨史/ネット
新居格，百顧
チ，人間の教育/ブレ{
35 1930 ラウ，マルクス説の崩解/ 二郎 49 1927 ベル，哲学と教育学/ナ 田制佐重
ソレル トルプ，民主主義と教
育/デューイ
憂愁の智毅/キエルケゴー
太陽の都/カンパネラ，
ル，意識に直接与へられた
宮原晃一郎， ユートピア/モー7.無 加藤朝烏，村
36 1930 もの/ベルグソン，社会に 広瀬哲士，加 50 1929 何有郷通信記/モリス， 山勇三，大戸藤一夫 ニュー・ 7トランティ 徹誠就いての新見解/オーエン
ス/ベーコン
友松内締，回
37 1929 
社会学原理/ギッディング
内山賢次 51 1930 仏典鏑
島循音，東海
ス，社会学要論/ウオード 裕山，林岱雲
編
38 1928 
メンデルの遺伝原理/ベー
小沼井不木 52 1929 東関宗教文献篇 野々村戒綴トスン
創造的統一/タゴール， 古館清太bl.
39 1929 論文集/ガンデイ，建説的 高田雄種，柳 53 1931 文書1思想篇 山口剛編
文学革命論其他/胡適 国泉
真瑛の意味/ジェームズ， 関鳥観次郎，
40 1931 論理学/へーゲル，神と国 務崎勉，麻生 54 1927 日本思想鱒 弁箆節三繍
家/パ7-ニン 義
41 1930 科学概論/ピアソン 平林初之輔 55 1931 
社会学上より見たる芸
商宮藤朝術/ギュイヨオ
カントとマルクス主義，マ 膝史哲学/リッケルト，
山本泰教.}¥1，
42 1931 Jレタスミ主義の鼠家観/アド 井原*L 56 1931 純粋論理学へのプロレゴー 頭英一フー メナ/フッセル
エティカ/:ぇピノザ.精神
中山昌樹，位 イマヌエル・カント/パ 伊達保美，丸現象の分類に就いて/プレ
43 1929 ンタノ，カント純粋理性批
藤康二，今岡 57 1932 ウノレゼン.意志の自由/ 山岩官，戸坂
'I'~解説/:コヘン 竹千代 ヴィンデノレパント 潤
力学対話/ガリレイ，新キ 毘寛墾一釜_.中安谷 充足根拠の原理，倫理の
4 1931 リスト教論/シモン，生命 村吉 58 1932 二つの根本問題/ショベ 河合哲雄
カの発展/ユング 峡 ンハウエル
社会m論/:コーノレ， 社会改
45 1929 
造の原理/ラッセル，社会 村上啓夫，堀
59 1932 歴史哲学/へーゲル 鬼頭英一学的国家概念と法律学的国 真琴
家概念/ケルゼン
総務と社会，社会科学方
46 1930 美学/クローチエ
長谷川被也，
60 1931 
法論/シュパン，現代の 向井銭一，谷
大槻憲二 国家と社会/7イアカン 藤重吉
ト
マルキシズムの改造/ベル
松下芳男，虫 ヴェニスの石，よ下/ラ47 1928 ンシュタイン，マルキシズ 61四621931 費出禁E塁
ム修正の駁論/カウツキー I/l:!] スキン
相対性理論/アインスタイ 経済学及び課税の諸原理，
48 1930 ン，エネルギー領容の原理， 石原純 63 1932 附・穀物の低き価格，農 吉田秀雄
物理学的展望/プランク 業保護論/リカアドウ
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共同村の膝史，下.緩演
64 1932 政治学縦典/ラスキ 市村今朝蔵 86 1933 
学の第一原理/ジード， 八太舟三，鈴
資本主義の将来/ゾムパ 木5も
ルト
65-66 
1931-古代文明研究，太陽の子.
加藤一夫 87 1934 物質創畿史/:スロッソン
須揮官一郎，
1932 1:下/ベー リー 蝋山:#a15
67-69 1933 
近世画家論， 1-3/ラスキ
御木本隆三 88 1934 
反マルクス論，下/ムー 草間平作ン ス
ヴイコの哲学/クロオチエ，
文学的問想/ツウルゲー
70 
1932-西洋中世哲学慨観/ヴル7， 青木巌 89 1934 ニエ7，繋明期の思想 'iir原晃一郎1933 プラトン哲学体系/パアネッ
家/プランデスト
71 1932 哲学辞典/ヴオルテール 安谷寛ー 90 1934 性と性格/ワイニンゲル 村上啓夫
72 1933 マコーレー論文集/マコー 戸川秋骨 91 1935 
倫耳E学の根本問題/，)ッ
鬼頭英一レー プス
共同社会と利益社会/トェ 鈴木晃，八太
73 1933 ンニ一人共同村の歴史.
舟三
92 1934 性と文学/モーデル 奥俊貞
上/ジード
経済学の領域及び方法/ケ
人伎の窓義と偶儲/オイ
74 1933 話高田慎一 93 1934 ケン，中1せ思想、より見た 陶山務インズ
る美の哲学/ロザア
75 1932 
純正現象学的及現象学的哲
鬼頭英一 94-95 1934 
社会主義と資本主義，よ
加藤朝鳥学観/フッセル 下/ショオ
精神諸科学序説，上/ディ 新し圭社会/ラ7テナウ， 淘山務，本閥
76 1933 ルタイ 鬼頭英一 96 1934 読書論:税麻と百合/ラ 立也
スキン
77 1933 純粋哲学概論/パウン
賀川豊彦，八
97 1934 過去と現在/カーライル 柳田泉太舟三
78 1933 宗教諭/エームス 神保勝世 98 1934 
偉大なる創造者ベートオ
童盟箆星ベン/ロラン
音楽と音楽家，上/シュー
79 1934 マン， ショパンの生涯/ハ 鈴木賢之進 99 1934 経済学原理/マルサス 吉田秀夫
ネカー
80 1933 
プラトーとプラトー主義.
八太舟三 100 1936 永久的価値/ミュンスタ 渡利弥生ギリシヤの芸術/ベーター ベルヒ
81 1932 近世画家論， 4/ラスキン 御木本降三 101 1936 
羅馬奨学/ボサンケ，美 鷲尾雨工意織檎/サンタヤナ
82 1935 
悟性普導/:スピノザ，本質
鈴木晃 102-3 1936 美学.上下/リップス 佐藤恒久意志、と選択意志/テーニス
83 1933 
精神諸科学序説，下/ディ
鬼頭英一 104-5 1935 
音楽と音楽家，中下a/
鈴木賢之進ルタイ シュウマン
84 1933 
ルソオとロマンテイシズ 葛川篤，土戸 106-8 
1935同 国法学の主要問題，上， ~山芳郎，武
ム/パピット 久夫 1937 中下の 1/ケルゼン 井武夫
85 1933 反マルクス論，上/ムース 草間平作 109 1935 労働学校/プロンスキー 堀秀彦
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110-1 
1936-
経済学原理，上，中/ミル 高橋高三 120 1935 
教育と文化/シュプラン
柿崎純
1937 ガー
112 (未刊) 121 1936 !品!t¥.心、関学/l"ネー 波多野完治
113-4 
1936-意志、と表象としての世界，
図南坦 122 1936 
音楽と音楽家下b/シュー
鈴木賢之進
1937 上中/シヨベンハウエル マン
115 1935 新国家論/メンガー 河村又介 123 1935 
法律社会学原理/エルサ
内山慶之進
レム
116-7 1935 
社会分業論，上下/デュル
山崎早市 124 1937 
意志と表象としての世界，
図南坦
ケーム 下/シヨベンハウエル
プレルウディエン:哲学序
118-9 1935 曲，上下/ヴィンデルパン 陶山務
ド
世界大思想全集第E期/春秋社
1929 1931-lrt:巡社会民主党史.1-4/ 米国幸雄，局
1-5 
1930 
訳文大日本史， 1-5 山路愛山 17-20 
1933 メーリング
村洋一，塚本
三宮
6-9 
1929 
羅馬衰亡史. 1-4/ギボン 野々村戒三 21-22 1929 
英関社会支著書史. 1-2/ l岡田哲二，国
1930 ヴェーパー 乾f古
10 1930 
文芸復興史/プルックハル
山岸光宣 23-24 
1929-
唯物輸史.1-21ランゲ 型盟墜ト 1930 
11-12 
1929 仏爵西革命史，上下/カー
柳悶泉 25 1931 鶏馬表亡史.51ギポン 内ケ筒{乍三郎
1930 ライJレ
吹同月買1liJ.茅
1929-十九世紀文学 l'湖史.1--3/
野粛々.i問団
1929-i世界文化日e. 13/ウェ
13-15 一雄，宮島新 26-28 北川三郎
1932 プランデス
三郎，内藤溌，
1931 jレス
葛JI篤
マキャヴェリよりレーーン
服部実，佐々
十九世紀文学主潮史.4/
16 1931 
まで/フォルレンダア 監郎笠， 横川1次
29 1930 
プランデス
茅野重苦々
社会思想全集/平凡社 訳者
無何有郷だより/モリス，
布施延雄，塁 批判的・建設的社会主義
回顧録/ベラミー，太陽の 奥俊貞，早坂
1929 
国/カムパネラ，ユートピ
利彦，守固有 4 1930 /マクドナルド，労働党
二郎
ヤ/モーア
秋 と新世界/スノーデン
平等の教義/パペウプ. I仕 吊命及びl父小一命/マノレク
州社会の芋HIl織.Xli)，lcH教 ス， エンゲjレス. 7ラン
後藤貞治，山
2 1930 /サン・シ壬ン，新茶i'f教 石川三四郎 5 1931 λlこ於ける内乱. JL〆イ・ 川均
街義/ロドリイグ. 7ウリ ボナバルトのヅリュメー
エ社会科学/フウリエ ル十八日/マルクス
経済学批判，哲学の貧困，
猪俣津南雄，
3 1932 
社会に就ての新見解/オー 加藤一夫，浅
日 1928 ゴータ綱領批判他/マル
近藤栄蔵，堺
エン，労働の組織/プラン 野研真
クス
利彦，岡田宗
司
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7 1930 
神壊家族，反デューリング 河野官官 19 1931 
文学と革命，無i!Ii考文化 茂森喰τ1:，武!
論/エンゲルス，マルクス 論/トロッキー 藤直治
家族・私有財産及国家の起
里皇主-霊8 1931 原，社会主義の発展， x x 20 1931 通俗資本輸/ボルハル卜 主釜塁呈血
主義原員U/エンゲルス 型重
日韓物論と緩験批判論/レー 会労働l民主主権史論/メン 森戸辰男，松
9 1928 ニン 血血盟 21 1930 ガア，軍国主義論/リー 下芳男プクネヒト
プロレタリア革命と背教者 山JI菊栄，膏 マルクス歴史・社会・国
10 1931 カウツキー，何を為すべき 22 1928 河野梼
か，帝悶意義論/レーニン 要警1主 家学説/1ノウ
無産階級の哲学/デイツ
ゲン，戦闘的喉物論者レ 血血盟， さ荒墾畑
1 1928 婦人論/ベー ベル 山川菊栄 23 1929 ーニン/デボーリン，宗
教の起源其他/ラファル 喪寒主村艶
グ
マルクス主義芸術論/ル
ナチヤー ルスキイ， レニ
エル7ルト綱領，民主主義 赤松克麿，笠 ンイズムの碁礎/:スター 昇曙夢，重重
12 1929 か独裁主義か，農業理論，
様遁，男割E里 24 1929 リン，コンミユニスト・ 豊官重，，麻占山主義内房倫理と喰物史甑/:カウツキー インタナショナルの戦
術/ジノヴイエ7，無E量
階級芸術論/ボグダノフ
P陸ー者と其所有/ステイ
マルキシズムの修正，経済
守田有秋，松
ルネル.社会及I団体に於
生田長江.高13 1929 制度と緩務発展/ベルンス 下芳男 25 1929 ける橘カへの意思，芸術 橋t宵タイン に於ける機カへの意思/
ニイチエ
資本蓄積翰，資本蓄積再 宗道太，益田 財産とは何か/ブルード1<1 1929 論/ルクセンプルグ 豊彦，蓋虫i! 26 1931 ン 鑓田研一
育
十九l!!:紀における革命の
15 1931 
金融資本論/ヒル77デイ
埜重 27 1931 
}般思想/プルー ドン，
霊皇室=ング 無政府主義経済学/ロピ
ンスン
神と国家/パクー ニン，
史的的峨物語告とマルクス派 共i!Ii党主主震の積本/チエ
八島太英舟-三，I麻延生I経済学/:クロオチェ，社会 西宮藤朝，浅 Jレケゾ7，共産党宣言の16 1929 主義と近世科学/フェリヘ 28 1930 根本思想/ラプリオー ラ，
社会主義と哲学/ラプリオ 野研真 無政府検，対話二篇/マ 義.石川三四
ラ ラテスタ，原始社会の研 ~ß 
究，進化と革命/ルタリュ
史的一元論，芸術と社会生 反逆者の曾葉，近代科学 石川l三四郎，
17 1930 活，プロレタリア連動とプ 些直皇室，墜 29 1929 と無政府主議，近代国家
望月百合子.
ルジョア芸術/プレハノ 7 里墜t主 輪/デロポトキン 新居格，麻生義
xx主義ABC，資本主義 寒山川村均，，岡荒田畑宗 相互扶助輪，回国・工場・ 室伏高信，百
18 1930 の安定と無産階級運動/プ 30 1928 仕事場/クロポトキン
瀬二郎，麻生
ハーリン 司 義
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倫環学:起源と発達，無政
府主義者の道徳，サンディ プロレット・カルト/セ
カリズムと無政府主義，コ 平林初之輔， ダ・ポール，婦人の隷属 北島修ー 郎，
31 1928 ンミュニズムと無政府主義. 室伏高情，麻 36 1929 /ミル，創造的革命/エ 島中雄三，平
ハーパート・スベンサーそ 生義 デン・ポー Jレ，セダ・ポー 塚らいてう
の哲学，正義と道徳/7ロ ル.直接行動/メラア
ボトキン
政治的正義に閲する研究/
社会主義と宗教/スパルゴドウイン.戦争と平和， 松本悟郎，本 鳥中雄三，吉
32 1929 現代教化論/ケイ，新時代 聞久雄，古館 37 1928 ゴ，マルクス主義と社会 川末次郎，亘主義/シンコヴィチ，宗の曙/そリス，文明・その 清太郎 教の荊i潤/シンクレ7 塗互選原因と救務/カーベンター
資本主義と社会主義/ポー
財産進化論/ラファルグ. 差川盟三寒四f郎t， 望有 レー，今日の社会主義/ 怯下芳男，高
33 1930 暴力論/ソレル 38 1931 プレイルス7宏一ド，社. 戸義太郎，島
月百合子 会主義とは何ぞや/;均一 中雄三
カップ
資本主義文明の崩簸，大英
去岡最重理尭E，，山丸村 島中雄三，山
34 1928 社会主義国の構成，消費組 39 1932 社会思想史
合の将来/ウエップ 喬 内房吉
社会改造の諸原理/ラッセ 松本悟朗，鳥
35 1928 ル， g控業自治論/:コー ル， 中雄三， n寺悶 40 1933 社会問題辞典 鳥中雄三編
帝国主義論/ホブソン 寝}
マル?A主義講座/河上肇，大山穏夫監修/1政治批判社編/マル?ス主義務座刊行会
1吋 13
1927同漫腹三竪鼓上裏E英腹雄，箆法襲武箆撃藤妄，丸E整械)l.，隻忍主浅主見豊製輝島，夫高自，村震笠洋度虎一，之，木助福下，間半大敏治川男，権，鼠三疑想，農蛍中象E野表，賃E担治)l.，思闘怠犬会Z山E之，部助裏夫，山，安浅岩設井草E譲，保三投夫・由，裏理松表開井受閉剛ご・
1929 
償瀬殻八，村上哲夫
マルクス・エンゲルス全集/改造社
訳者:!m鼓裳窓鹿島 河野密， 後藤信夫.五山笈村匁喬f，z，小楢岩井崎輝浄 新明1E滋， 軍事治隆同時， 援強度，強蛍E富
三， 室小悦杢林i台皇良，室正松沢兼何佐百人々太弘，一堀雄郎，真，琴中菊JI/忠雄， 笠信太郎， 宗道太， 山口正吾.河村又介， 川普之助，加国哲二，虫M笠，後藤貞治，平井新，片瀬住，阪本勝，
1928司 金井釜鎮豊夫島，鳥 ， 益向重坂，逸盛郎山，盈荒準畑，勝盟三毘，皐浜買島，正運金豊，垂大直森接義，太桑郎，田信郎， 横川次郎， 平
1-27 
1935 
海篤助.水島健治， 平貞蔵，呈里弘重，
坐盗壁遭，荘原逮.羽岡貞一里，空倉良岡三稔ニt農喬雄，高井三郎，責福返間星徳三E三 浅野正一，河元真滋，
大塚倉之助，山口修.不破憶 小務省三三，横悶宗司， 本多謙三三，山村敏雄，
宣亙歪宣.亀井純，日下部良治，阿部得二，長野兼一郎，佐々木義章，安同時夫，豊島義作，轟三
郎
ヲロポトキン全集/春陽堂
1-12 1928 訳者;石川三四郎，久保譲，小池英三，能智修弥，大杉栄，麻生義，八太舟三，新居格，岩佐作太
1930 ~ß 
ス9ー リン・ブハーリン著作集/白揖社
1-16 
1928-E雪三鉱図健書緑室山品啓I 膏吉怒局村温抗孟監F議物ぷ!♂岩岡出Z織はZE品購竺主J晶主票玉主E?主乞購帯軍1事皇法室:警益岡1930 
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経済学会集/改封書祇
I 1928 経済学大綱 河よ警 23 1929 経済学前史 高橋誠一郎
2 1928 
経済学lj;t理，総論及品
福岡徳三 24 1932 
極東に於ける常国主
猪俣津南雄産綴 義
3-4 1930 
経済学原理，流通編，
桶悶徳三 25 1932 満蒙政治緩済援寮 東亜経済調変局編
上下
中山伊知郎，高垣 マルクス経済学説の
浸河車西塾太一血郎霊，童遺EESE 
5 1932 経済'芋の基礎理論
寅次郎，高田保馬
25-27 1929 
発展，上下
山川均，桧六郎，
林要.小林良正，
伊藤好道
i畑山1，吉，大熊信
行，高城仙次郎， 田崎仁義，坂西由
6-7 1929 経済学特殊理論，上下 小林新，回中金司， 28 1933 世界経済史 蔵，武藤長蔵，加
坂商陶芸主，小烏精 藤繁
一，藤井万三郎
野村兼太郎， JL問
8 1929 
マルクス主義経済学の
河上信 29 1929 各国経済史 重尭，亙丞知?を，法機FHJ先
平貞蔵，Ji{;治降一
9 1933 経済哲学
杉村旗鼓・ー木保
30 1930 日本社会経済史 本庄栄治郎幾
向坂逸郎，櫛回民 局橋亀吉，石橋湛
10-12 1931 資本論体系，上中下
成，t}域忠一，宇
日I 1930 日本経済史
山，野村j正太郎，
一1932 野弘厳，山倒盛太 小野武夫，上邑lifi
副F 雄，盆杢益三~
小林行昌，小島昌
太郎，中川|正左. 出II~ 至盗塁笠，13 1931 部門経済学 小島精一，林笑未 32 1929 唯物史観経境史
夫，何回開郎，姥 河野密
JlI虎三
14 1932 恐慌学説
谷口吉彦，南部誠
33 1931 
恐慌下の日本資本主
登皇室璽墜一郎，氷川透 義
河津温.気賀勘重，
15-16 1930 経済政策，上下 込謙杢二，霊小堂島~昌， 竹内 34， 1931 世界経済統計図表 宜主主旦，~重互
太郎， 上 雄
高鳥佐一郎
17 1932 協同組合と農業問題 JIヲi({恰，東畑精一
34， 
19:12 日本経済統計図表 有沢広巴
中ド
18 1929 社会政策
波多野J弘山村喬，
35 1930 統計学，上
有沢広巳，小合金
山川均，田中九一 之助，森数樹
阿部賢一，小川郷
19-20 1929 財政学，上下 太郎，青木得三， 36 1929 経営経済学 増地庸治郎，吉田
ー1930 河本文一，小林丑 良三，太llIfi..，
二郎，田中広太郎
向井鹿松，呉文情i
1929 
内池康吉，野村兼
21 1929 視税論 神戸正雄 37-38 
-1931 
商業学，上下 太郎，累正巌，藤
本幸太郎，小田内
通敏，佐藤弘
22 1932 i日本財政論，公債編 生盟丞箪 39 1930 産業革命史 上田貞次郎」
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渡泡銭議，細貝正 権回保之助，高橋
40 1930 特殊問題 邦，松宮三郎，鐙 52 1933 本邦社会統計論 正雄，高野岩三郎，
木茂三郎 有沢広巴
tnJ洋江ム勝回貞次，
盆杢益三~，太閤
41-42 1929 
現代日本経済の研究， 正孝，高橋亀吉，
53 1932 日本財政論租税筋 阿部勇
上下 服部文四郎，本多
静六，木村場太飢
早川直瀕，沢村康
43 1930 産業合理化 表銀広皇，~費勇 54 1933 日本経済統計図表， 有沢広巴補
有之i助R広，森尽，数小倉金
44 1930 統計学， 卜
樹，竹
55 1933 
世界経済の動向と金
山室宗文Fitj松，藤本幸太 本1，)::t.IJ~)将来
自1，小林新
45 1931 経済法令集 回中耕太郎編 56-58 1932 経済学辞典，上中下 塚本三吉編集代表
46 1931 
金解禁を中心とせる我
!1I宗宗文 59 1933 
近1既日本農村綴済吏 土屋喬綾，小野道
国経済及金融 J句 雄
47 1931 
カルテル・トラスト・ 有高;官尺広己， 美濃部 60 1933 Ilt界絡む寺学 {乍毘荘一コン、Yエルン，上下
48 1932 唯物史観 さ援護窓~ 61 1933 朝鮮技会経済史 白南雲
加田哲ニ，小泉信
49 1934 経済学史 三，増井幸雄，高 62 1933 経済地理学総論 佐藤弘
橋誠一郎
50 1933 剰余価値学説路史
森戸辰男，笠信太
63 1934 日本戦時総済論
慶応義塾大学日本
e~ 経済事情研究会編
51 1933 
貨幣・信用及びイシフ
猪俣津南雄 別巻 1931 
It界恐慌と問際政治
有沢広己，阿部勇
レーシヨンの盟J角 の危機
現代経済学全集/日本評論社
l 1928 経済学総論 土方成美 12 1930 銀行論 前垣寅次郎
2 1931 経済原論 小泉信i 13 1928 』詰気災動論 高田保馬
3 1929 経済学原論 1可回周郎 14 1930 金融輪 牧野鯨智
4 1929 マルクス緩済学 商品繁之 15 1931 殿業政策 那須暗
5 1930 欧州経済史 本位田祥男 16 1929 工業政策，交通政策
小島精一，増井幸
雄
6 1929 日本経済史
本庄栄治郎，黒正
17 1930 商業政策 上旬貞次郎巌
7 1929 経涜学史 高橋誠一郎 18 1928 財政学，日本租税論 神戸正雄
B 1931 社会政策目UfJl 河合栄治郎 19 1929 保険7 ぜ~論 小島昌太郎
9 1929 社会問題各論 林英米夫 20 1929 統計学 汐見三郎
内池康吉，河津Jiil，
10 1930 貨幣論 橋爪明男 21 1929 商業問題 向井鹿松，泊本農
吉
1 1929 貨幣制度
高垣寅次郎，荒木
22 1931 
土地経済論，人口論. 河困窮郎，永井亨，
光太郎 植民政策 金持一郎
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上回貞次郎，局垣
23 1929 会計学 高瀬荘太郎 28 1932 世界恐慌 寅次郎，東畑精一，
永雄策郎
24 1931 経営経済学 中内寅雄 29 1932 
総償問題，世界;6¥慌 増井光蔵，鏑山政
とプυッ"経済 道
25 1930 日本経済図表 f昔問膿}編 30 1933 1i'!業財政論 局瀬荘太郎
26 1931 世界経済図表 猪間瞬ー編 31 1933 技術と経済 馬場敬治
本邦貨幣制度改E輪，
山崎覚次郎，楠井
27 1932 限界効用学説史/アモ
趨三訳ン
現代政治学全集/日本評論争土 未刊については， r叢書全集番目』第参輯，東京古書籍組合， 1933による
1 1930 政治学概論 f i1lc鉄広 10 1930 現代の政党 局橋清吾
2 1934 政治思想
五来欣造， ~皆瀬哲
1 1930 無産政党論 蝋山政選士
3 未刊 (マルクシズム政治学) (佐々弘雄) 12 1931 flifi巾IJ/主治 渡辺宗太郎
4 1931 政治学説史 今中次成 13 1930 jJi!怯外交.11: 信夫淳平
5 未刊 (近代政治史) (奥平武彦) 14 未刊 (近代国際政治学〉 (神川彦松)
6 1930 日本憲政史 思佐竹猛 15 1934 直接民主政治 河村又介
7 1930 議会制度論 美i畠部達吉 16 1933 現代独裁政治論 掘真琴
8 1931 選挙制度論 森口繁治 17 未刊 (各国政治の現勢) (1.申川彦松)
9 1930 行政組織論 蝋山政選 18 未刊 (政治学辞典及総索 (編集部)引)
日本資本主義発達講座/岩波寄底
型主主里~，鐙盟主主塁，空豆金1S.，中島信衛，山里盛さ~，企整金主，主盤整，呈亙蓋室堅，田勝次
1-7 
1932 郎， jLW-~I~，木村恒夫，主墨金主盟，渡遼謙吉，盤直室，小川信一，田中康夫，墨皇企土~，~
1933 笠主主璽，塾旦亙釜，自旦室主墜，自主室塗，小倉金之助，堕塑墜，差丞皇-塑型警護，坂本三
善，鈴木小兵衛，西雅雄，大内兵衛，土屋喬雄，小野武夫，締川嘉六
表2 円本執筆者・翻訳者の政治犯リスト
*表 l掲載者のみ
50音願 1925年以降の検挙歴，または教職からの追放等(事件名)
相Ifl 春喜 29年検挙， 30年検挙， 31年検挙， 33年検挙， 36年検挙(つム・アカデミー)(本名・矢波久雄)I 
青野季吉 38年検挙(人民戦線)
秋笹正之輔
26年検挙(京都'下述)， 29 {I検挙 (4・16)，34年検本(共iJc党スパイ査!珂)， 43年出獄後死亡
(本名.政之靖)
秋田雨雀 33年検挙(共産党シンパ)， .10年検挙(新劇)(本名:徳一)
浅野 晃 28年検挙 (3・15)
阿部 勇 38年検挙(人民戦線〕
安部磯雄 38年右翼による製繋
荒畑寒村 26年下獄， 28年検挙， 37年検挙(人民戦線)(本名:勝三〉
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有沢広巳 38年検挙，東大休職(人民戦線)
井汲卓ー 30年検挙， 33年検挙， 37年再入獄
石浜知行 28 li'九大免職
伊豆公夫 26年検挙， 33年検挙， 38年検挙(唯物論研究会)(本名・赤羽寿)
伊藤好道 37年検挙(人民戦線)
稲岡 進 29年検挙， 35年禁鋼
稲村頗三 37年検挙(人民戦線)(本名:照蔵)
井上 I前 32年検挙(10・30)
猪俣津南雄 2s if.下獄， 37年検10(人民戦線)， 42年入院執行停JI後病死
今中次麿 42年九大辞任
岩田義道 26年検挙(京都学辿)， 28年検挙 (3・15)，32年検挙獄中拷問死
上田茂樹 25年検挙(第l次共産党)， 28年検挙 (3・1日)， 32年検挙，獄中で消息不明
宇野弘歳 38 'ド検挙，東北大休職(労t:i教綬グループ)
大内兵衛 38年検挙，東大休戦(人民戦線)
大川権三 (本名;鍋山貞親)
大塚金之助 33年検挙，東京商科大体験
大橋 積 25 "1~検挙(京都学述)
大森義太郎 28年東大辞職， 37年検挙(人民戦線)， 40年保釈後病死
大山郁夫 27年早大辞職
同 邦雄 31年検挙， 32年一高辞職， 38年検挙(唯物論研究会)， 44年下獄
何回宗司 37年検挙(人民戦線)
賀川豊彦 40年:者兵隊に拘引， 43年留置
風早八十二 28年九大辞職 (3・15)，33年検挙， 40年検挙
門屋 博 28年検挙 (3・15)
上村正夫 26年検挙(京都学連)
河合栄治郎 39年東大休職(本名.栄次郎)
川内唯彦 3-) '1検挙
河上 肇 28>ト京大辞殺， 33年検挙
草野幸一 30年検挙(本名 :ili山武ー)
久保 議 35年検挙(無産者共産党〉
蔵原惟人 32 lJ'検挙
栗原 佑 26年検挙(京都学述)， 28年検挙， 32年検挙， 41年検挙
小岩井冷 26年下獄(第l次共康党)， 31年検挙，獄中で大阪府議当選， 37年検挙
小林輝次 26年法大を追放， 29年検挙 (4・16)，40年検挙
小林良正 30年検挙(党γンパ)， 36年検挙(コム・アカデミー)
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近藤栄蔵 42年検挙
堺 利彦 26年下獄
向坂逸~II 28年九大追放， 37年検挙(人民戦線)
佐々 弘雄 28年九大追放
佐野文夫 28年検挙 (3・15)，30年保釈後死去
佐野 学 26年下獄(第l次共産党)， 29年検挙
杉之原舜 28年九大休職， 32年検挙
鈴木茂三郎 37年検挙〔人民戦線)
住谷悦治 27 {f検挙， 33年同志社大退職， 42年松山高商辺政
関根悦郎 28年検挙 (3・15)，38年検挙(京浜グループ〕
外村史~Il 41年東尽外語大退職処分(本名:馬場哲哉)
高田博厚 28年検束
高津正JH 27 iド人獄， 36年検挙(人民戦線)
高橋正雄 38年検挙，九大休職(人民戦線)
高山洋音 30年検挙， 32年検挙
滝川幸辰 33年京大休職
田中九 43年検挙(満鉄調査部)
玉成 肇 41年検挙(企画院事件)
淡徳三郎 26年検挙(京都学連)， 28年検挙 (3・15)
塚本三官 28年九大追放， 29年検挙
戸坂 潤 31年検挙， 38年検挙(唯物論研究会)， 45年紙夕E
直井武夫 28年検挙 (3・15)，41年検挙(企画院)
中野重治 28年検挙 (3・15)，30年検氷， 32年検挙， 41年検氷
鍋山貞親 26年検挙， 29年検挙
活 雅雄 26年下獄， 28年検挙 (3・15)，42年検挙(満鉄調査部)， 44年獄死
野坂 鉄 26年入獄， 28年検挙 (3・15)(本名・参三〉
ト
延島英 25 iド検挙
野村袈ニ 29年検挙 (4・16)(本名;三田村四郎)
野呂柴太郎 25年検束， 26年検挙(京都学連)， 29年検本 (4・16)，33年検挙，例年留置中死亡
服部英太郎 42年東北大追放， 42年検挙
服部之総 28年検挙 (3・15)，38年検挙(唯物議研究会)
服部 実 29年宇都宮高等農村学校解雇
羽仁五郎 33年検挙， 45年検挙
キ本 要 36年同志社大追放
林 房雄 26年検挙(京都学連)， 30年検挙(共産党シンパ)， 34年下獄(本名:後藤寿夫)
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平野義太郎 30年検挙(共産党シンパ)，東大罷免， 36年検挙(コム・アカデミー)
広島定吉 40年検7jt(唯物論研究会)
藤森成古 32年検挙
布施辰治 32年弁護士資絡剥奪， 33年下獄，検挙， 39年下獄
細川嘉六 26年検挙， 33年検挙(共藤党シンパ)， 42年検挙(横浜)
馬島 飼 34年検挙
松本篤ー 26年検挙(京都学連〉
丸目秋一 29年検挙 (4・16)
丸山一郎 (本名:風早八十ニ〕
水谷長三郎 28年検準 (3・15)
美濃部達吉 35年告訴，議員辞職， 36年右翼による狙撃
美濃部亮吉 38年検挙(人民戦線)，法大辞任
三宅正一 26年検挙
宮崎龍介 37年検挙
村山藤四郎 28年検場 (3・15)
森口繁治 33年京大辞任(滝川1)
八木津善次 41年検挙(企画院)
山川 均 37年検挙(人民験線)
山口信i台 33年検挙
山下宿治 30年起訴
111m清三郎 31年検挙， 34年下鉄
山田盛太郎 30年検挙，東大辞職〔共産党シンパ事件)， 36年検挙(コム・アカデミー)
山本宣治 25年京大，同志副大坦放('7=連事件)， 29年右翼による刺殺
剣山政道 39年東大辞任
和国叡三 (本名.村山藤四郎)
渡透銭戴 27年東大辞職， 44年検挙
一方で， 1930年後半以降に弾圧された執筆者については，それ以前には
政治に関わっていなかったり，転向や体制への迎介の終験そし，さらには体
制の積極的支持告になって共産党関連者への弾JI:に対しては黙殺や支持さえ
していた人たちもいる。
「治安維持法が制定された 1925年から廃止されるまでの 20年間に，逮捕
者数十万人，送検された人75681人，虐殺された人90人以上，拷問，虐待
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などによる獄死1600人余，実刑5162人に上っているJ<W とされるが，政治
犯や政治的弾圧の犠牲者のわかりやすいデータベースは存在していなL、。こ
のような「政治犯のリストJ，もしくは「弾圧犠牲者のデータベース」は，
人権抑圧の基礎資料となるだけでなく，記憶と追悼，そして反省の礎となる
ものとして，本来，国家の責任として，国民の責任として取り組むべきプロ
ジェクトであり，様々な時代について様々な悶において作成されてはいる
が(45) わが国ではあまり重視されているとは思えない。
治安維持法下を中心にした弾圧の犠牲者については，終戦直後に出版され
た森正蔵「風雪の碑J(1946年3月)(46)が出版されている O それは，当時の
解放感あふれる視点で，戦争中には報道が禁じられてきた事実を記者たちの
チームによってまとめ，犠牲者の歴史を描くことで衝撃を与えた。その直前
に出版された『旋風二十年JC刊に引き続きベストセラーになったが， しばら
く経っと，米軍に禁じられたとされる。そこに掲載された活動家の戦後の歩
みを若干書き添えた改訂版は 1971年にでる。また向坂逸郎編著『嵐のなか
の百年一一学問弾圧‘小史Jl(1952年)(48)は，学者への蝉圧に的を絞って編集
されている。しかし，両者とも各事件について時代をおって説明する内容で，
犠牲者の全貌はつかみにくい。一方，米原和，風早八十三，塩田庄兵衛，
「特高警察黒書」編集委員会編『特高警察黒書J(新日本出版社， 1977年)
lこは，犠牲者のリストも掲載されているuヘ戦前の司法関連の資料の復刻
がなされていき，みすず書房の『現代史資料』や第一法規の「日本政治裁判
史録』のシリーズなど個々の事件についての資料が発行されたが，全体の犠
牲者のリストやデータベースは，不完全のままである。
最近，治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟から治安維持法の犠牲者のリス
トが刊行されたが側，十分とは言えなL、。また青山露国の「解放運動無名
戦士墓Jをはじめ各地の解放運動の犠牲者の墓や碑に合葬された人々のリス
トも存在するが(5ヘこれらは「解放運動に寄与した人々Jについてのもの
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であり，必ずしも治安維持法下の犠牲者のリストとはならなL、。
ここでは，直接的な人権位:!?である逮捕や拘官'{，そして大学からの追放を
取り上げたが，一般的に治安維持法による知識人の弾圧の定義は難しく，ア
プローチもしづらL、。獄死，拷問，長期拘禁，逮捕だけでなく，病死，発禁・
検閲，さらには自主検閲・沈黙，転向まで言論の自由の侵害に関連している。
たとえば， 1926年の『社会問題講座Jの時点では，次のように示される。
京都の学生検挙事件は，先月中旬，漸く記事差止解禁となった。(中略)
該事件に連座した，淡，持田，野自の三講師の桐当課Hに就て，会員諸
氏より頻々たる問合せがあるが，三氏共に1:lf保釈1獄中であり，至っ
て健在，本講鹿の原稿を執筆しつ」あるとの事なれば，来号より順次掲
載し得ると思う。/共産党事件iこ座せる猪保，野阪の両氏lこ就ても同様
の御訊ねであるが，終巻迄には必ず全責任を果すとの事である (52)。
このように，治安維持法の初期の頃は，反体制側のすitの活気も十分にあっ
たし，体制側の残虐さにも一定の歯止めがかかっていた。しかし少し時代が
後になる『日本資本主義発達講座』では，編集責任者の野円栄太郎が， 1932 
年の「共産党の検挙と岩田義道の死にともなってJ，非合法活動を強いられ
執筆がままならずに，その後「獄死」したことは有名な話であるが，その他，
当初執筆予定とされていた寺島一夫，平田良衛，野村二郎(小椋広勝)が，
1932 年 3~6 月の「プロレタリア科学研究所j の弾圧により逮捕され，執筆
者が交代した聞ととにみられるように，執筆者の検挙以外にも，多くの潜
在的な執筆者への弾圧があった。
最後に，治安維持法による弾圧のメカニズ、ムをデモクラシー論や人権論か
ら考えてみる。治安維持法においては， r国体変革」と「私有財産制度否認」
の条項をブラックホールのように拡大しながら，社会運動家について体制変
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革寄目指すテロリストであるかのように排除し，死刑条噴も追加していく。
その一方で「留保処分」を加えることで「思想善導」などを通じた転向への
道を広げていった(印。
官蛤・思想
図8 治安維持法のメカニズ、ム
ここでFは，治安維持法のメカニズムについて，デモクラシーと人権の関連
から考察してみよう。私は以前，デモクラシーと人権が手を携えるべきであ
るにもかかわらず， rみんなの決定だからJとするデモクラシーと「みんな
の決定であっても」という人権は，本質的に対立の契機を含むことを示した
(図 4)(問。
図4 デモクラシーと人権の関係
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この間式を治安維持法にあてはめると，デモクラシーと人権が十分に連関
して意識されていない状況のもと， I普通選挙の導入(デモクラシーの拡大)J
が，混乱への不安を醸成し，それが秩序(治安)への欲求となる。一方，社
会運動や革命運動側が，既存の政党政治・議会政治への批判を強めるにつれ
て，政治制度への不信が高まり，それが治安への不安に結びつくことで，独
裁が正当化されていくことになる。
図5rデモクラシー友人権の関係Jと独裁のI正当化
よく言われるところの普通選挙と治安維持法との抱き合わせ的な施行につ
いては，単にアメとムチであるとか，機利と義務の関連の過度の強調という
側面だけでなく，デモクラシーと人権の本質的な対立からみることもできる。
普通選挙の実施は，まさにデモクラシーの拡大であるが，個人の自由よりも
集団の秩序を優先する商がある O すなわち平等の拡大に伴う不安感によって，
自由の剥奪が正当化される(問。前稿でも述べたが(ベ革命家ニテロリスト
として，社会運動家を排除しているメカニズムは， Iみんな」による決定の
仕組みであるデモクラシー自体に内在している排除の論理と両立しうる側。
また，反体制運動側において人権という用語が普遍的に使われてこなかっ
たことにも注意しなければならない。権利が人権というよりは，既存秩序後
支えている所有権と強く結びついていたことで，私有財産を否認するマルク
ス主義や社会主義，さらにはトルストイ主義者などによる所有権に対する批
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判が，権利への不信となって人権の軽視に至ることになる。
日本評論社の『現代法学全集」の「治安維持法JWI.iiliの部分では，第30
巻(1930年)の風早八ト二の担当論文が発禁になって，その部分が切り取
られたものが許可販売されたのはよく指摘される話だが，それに代わるもの
として，第38巻(1931年)で治安維持法策定の中心であった大審院判事で，
戦後には公職追放になった三宅正太郎の論文が掲載されている。そこでは次
のように結論されている。
実際斯の如き広汎な且捕捉すべからざる内容を有し重大な結果を持つ法
律は，我国に在っては其例に乏しい。従って執法符がもし他の法律を解
釈適用すると同一態度を以て本法に臨み，精神の在るところを究めない
で徒に辞句の解釈に走り厳格に之を適用するに於ては，本法は極めて苛
酷不自然な法となって，その本来の使命を速く逸脱する結果を麗らすも
のである。(中略)/而も伝統に対する信念の一般に極めて固い我国に
於ては自己の行為に対する弁明に自由を得ない場合が必しも稀でなく，
被告人は甚しく不利益の地位に陥らざるを得ない。即一朝本法の運用を
誤れば甚しく社会を脅威するものであって，著しく社会の進運を阻止す
る危険があるのである。/第三に本法の犯罪者中にはその犯情において
同情すべきもの安見ることが稀でない倒。
さらに三宅は. I私有財産制度」は「欧州に於ては十九世紀以降の所産で
あり，我国に於ては明治以降の所産である」として.I現有の社会制度の欠
陥はあまりにも明白に討人の限前に展開されて」いて.I此欠陥の犠牲になっ
た者が，より良き社会への希望を抱くに何の不思議もないのであって偶々そ
の踏むところを過って本法の犯罪者となったとしても，一歩現代を離れて彼
を見るとき，何人もよく彼を裁き得ないであろうJとした(刷。荻野富士夫
(681 ) 103 
政経論叢第84巻第5・6号
は，三宅のこのような見解について， I司法部内ではごくわずかにすぎず，
思想検事にひっぱられて，判事も司法による思想犯罪の封殺に狂奔するので
ある」刷とする。しかし，このような私有財産制度に対する批判的見解への
同情は，当時の体制批判的気運を含んでいるとは替えるが，欧米型資本主義
を批判するファシズムやアジア主義にも簡単に吸引されてしまう感慨であり，
円本時代のせめぎ合う言論のその後の行方唱とよく表わしているといえる。
。主}
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を大観してみよう。もちろんいわゆる円本の仲間に入るものばかりではないが，
ともかくもこの五年間に企画発行されたシリーズものは三百数十種にのぼって
いることがわかるJとして，以下，書名，巻数，発行所，定価の表を長々とが
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和五・六年』復刻版，龍再発舎， 1981年， 80-83ペー ジ)。
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最終巻のあと書きに「各科目別による製本は，本社に於て実費にてお引受けす
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るために，製本を断る旨が記されている cr読者諸賢に謹侍J~社会経済体系』
第 17編.u本評論社， 1928 "1'， 470ページ)。実際，明治大学図書館所蔵の
『社会問題講座』は部門ごとに製本し直されており，そこでの「第 13巻」は全
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製表紙をつくり希望者に頒布。なお，新潮社は欧米の学界，知名人，図書館等
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ルド英労働党主，ソビエトのマルクス・エンゲルス協会など各国から多数の感
謝状が寄せられる」とされ(紀田順一郎監修『新潮社 100年図書総目録」新潮
社， 1996年， 129-130ページ)，また「当時の社会運動家たちを広く執筆陣に
集めて，社会問題と社会思想の大要を示す試みとしては，最初のものであった
い各巻の巻頭に掲げられた産労の編集にかかるわが国の現勢告示す各図表は
注目すべき啓蒙的意義をもっており， 1920年代後半の青年インテリゲンチュ
アの読書欲を集中させたし，その後の講底ものの先駆でもあったJ(松島栄一
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Lyubarsky ed.， List 01 Political Prisoners in the USSRが毎年刊行され速報
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異論派研究序説Jr明治大学大学院紀要J政治経済学篇，第2巻， 1985年2
月参照， 235ページ)。ソ速のスターリン時代の膨大な数の犠牲者データベー
ス <http://lists.memo.ru/index.htm>を作成している人権団体「メモリア
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たおよの情報操作に怒っていた一般国民は，ワッと畜庖に押しかけ，初版十万
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